
3-4結 果

食 物 項 目分 析 の結 果 ,双 子 葉 植 物 ,種 子 ,果 実 ,堅 果 類 ,動 物 質 ,根 。

塊 茎 の 占 有 率 (平 均 値 )に は調 査 期 間 中 (9～ 4月 )季 節 的 に変 化 が認 めら

れ (Kruskal‐ Wallis検 定 ,動 物 質 はp<0.05,そ の他 はp<0.01),各 食 物

項 目の利 用 量 はそれぞれ異 なる時 期 にピークを示 した。

種 子 と果 実 の 占有 率 は ,9月 に最 も高 くなつたが (そ れぞれ 21.2,11.8%),

その後 減 少 し,そ れぞれ 0.1～ 5.0%,0～ 2.0%と ほとんど利 用 されなくなつた

(図 3a,b).9月 に出 現 した種 子 のほとんどはイネであった その他 にナシ ,カ

キ,キ イチゴ属 (Pν わυS Spp.),マメ科 ,イ ネ科 ,カ ヤツリグサ科 ,タ デ科 の種 子

が確 認 された .果 実 はカキの果 肉 がほどんどで ,それ以 外 は識 別 できなかった .

双 子 葉 植 物 の 占有 率 は9,10月 にはそれぞれ 36.7%,35.9%と 高 かったが ,

その後 減 少 し,2,4月 にはそれぞれ 1.9%,1.6%と なった (図 3c).双 子 葉 植

物 では葉 と茎 が出 現 したが ,同 定 できたのはマメ科 植 物 の葉 のみであつた 堅

果 類 と動 物 質 の 占有 率 は 9月 にはそれぞれ 0.9%,1.6%で あり,ほ とんど利 用

されていなかつたが ,10月 になるとそれぞれ 26.3%,10.1%と 高 くなり,11月 に

おいても25.3%,9.1%と 高 かつた。その後 ,こ れ らの占 有 率 は減 少 し,それぞ

れ 0.1～ 4.8%,0.4～ 2.3%と ほとんど利 用 されなくなった (図 3d,e).堅 果 類

では樹 種 の識 別 はできなかつた .動 物 質 の 出 現 種 としては ,ア マガエル

(Hyl′ arbθ rθ′ブ′′θ″ゴθ′)と アオガエル科 のカエル (R力 ′θθρ力θrυ s spp.)
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図3.島根県石見地方におけるニホンイノシシの胃内容物占有率(平均値%)の季節的変化
(1994年 9月 ～1995年 4月 ).「 H」はKruskal―Wallisの統計量,サンプル数は図a中の数字で示す
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H=99,p〉 005

H=45.0,p〈 001
e堅果類
H=53.3,p〈 0.01

h単子葉植物
H=78,p〉 0.05

c双子葉植物
H=376,pく 0.01

f根・塊茎
H=43.1,pく 0.01 H=12.2,p〉 005
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が多 く見 られた。その他 はミミズ ,ム カデ ,昆 虫 ,甲 虫 の幼 虫 ,ダ ニ,軟 体 動 物 ,

哺 乳 類 ,鳥 類 が認 められた。

占有 率 のピークが最 も遅 く現 れたのは根
。塊 茎 であつた (図 3f).根 。塊 茎 の

占有 率 は 9月 には4.4%と 低 かつたが ,そ の後 徐 々に増 加 し,2月 に62.2%と な

つた後 ,4月 には49.2%へ と減 少 した。根・塊 茎 で識 別 できたのはタケノコのみ

であつた。

繊 維 質 ,単 子 葉 植 物 ,樹 皮 の 占 有 率 に季 節 的 変 化 が認 め られ ず

(Kruskal‐ Wallis検 定 ,p>0.05),そ れ ぞれ 12.1～ 31.5%,1.8～ 8.9%,

0.4～ 15.4%を示 した (図 3g～ i).単 子 葉 植 物 はイネ (θ ryz′ Sa`ゴ 7′ )の 茎 ,

ササの葉 を確 認 した。樹 皮 の種 類 の同 定 はできなかった .繊 維 質 が出 現 した

サンプルからは同 時 に単 子 葉 植 物 や双 子 葉 植 物 ,根・塊 茎 も多 く出 現 して

いたため ,繊 維 質 はこれらが噛 み砕 かれたものと考 えられた .

胃 内 容 物 中 の%CF(平 均 値 )に は季 節 的 変 化 が認 められた (Kruskal‐

Wallis検 定 ,p<0.05).9月 から10月 にかけて9.0%か ら17.7%に 増 加 したが ,

H月 以 降 は減 少 して2月 には5.3%と なつた (図 4a).そ の後 4月 には8.2%と 再

び増 加 した .

胃 内 容 物 中 の%CPにも季 節 的 変 化 が認 められた (Kruskal‐ Wallis検 定 ,

p<0.01).9月 の 14.9%か ら僅 かに減 少 し10月 は 13.6%と なつたが ,11月 に

増 加 し最 大 値 18.2%を示 した (図 4b)。 その後 再 び減 少 し,2月 には7.8%と な

り,4月 には再 び増 加 して12.6%を 示 した。
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調 査 個 体 群 の KFIに も季 節 的 変 化 が 見 られ (Kruskal― Wallis検 定 ,

p<001),9月 の 22.6%か ら11月 の 48.2%ま で増 加 したが ,そ の後 減 少 し4月

には253%と なつた (区14c).
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